


























































































































































































































































著者名 発行年 研究対象 研究手法
C．W．　Neale　et　al．1985 建設プロジェクトと割引現在価値 シミュレーション・アンケート
R．Flanagan　et　al．1987 空港のラウンジの建設 シミュレーション
A．Ashoworth1989 建設業におけるLCCの適用 文献サーベイ
A．Ashoworth1996 ビルの耐用年数の決定 文献サーベイ・理論
E．Burley　et　al．1997 橋の設計代替案の評価 シミュレーション
A．Al－hajiet　al．1998 ビルのランニングコスト シミュレーション
R．J．　Kirkham　et　al．1999スポーツセンターのランニングコスト シミュレーション
D．J．　Edwards　et　al．2000 プラントのメンテナンスコスト シミュレーション
　イギリスのLCCはテロテクノロジーやコスッ・イン・ユースを基礎として発展してきた
経緯がある。これらの研究対象となっていたのは建物，プラント，機械設備などであった
ことから，LCCが普及する過程でも建設産業を中心に広がっていったことは自然なことだ
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と考えられる。
4．ホールライフ・コスティングの台頭
　（1）ホールライフ・コスティングの登場6
　近年イギリスにおいてホールライフ・コスティング（Whole　life　costing）に関する研究
が盛んに行われている。「ホールライフ・コスティングは新しいアプローチではなく，最
近まで建設産業ではライフサイクル・コスティングと呼ばれることが多かった」［Bourke
and　Davies（1999），　p．1521］という指摘から明らかなように，　WLCはLCCと類似した原
価計算の手法であり，2000年前後からWLCに関する研究が登場するようになってきた7。
WLCは主に建設産業で使用されている用語であり，現在では，イギリスの建設産業では
LCCという名称はほとんど使われなくなりWLCが一般的に使われている用語となっている
［Ellingham　and　Fawcett（2006），　p．20，　Kishk　et　aL（2003），　p．5，　Pasquire　and　Swaffield
（2002），　p．128］。
　イギリスの建設産業でWLCが普及していることを間接的に証明した研究としてM．　Clift
とK．Bourkeの研究（1999年）が挙げられる。彼らはイギリスの建設産業に属する企業900
社以上に対してWLCの利用状況に関する実態調査を行い，電話調査と質問調査によって87
社から回答を得ている。この調査では多くの企業でWLCに対する関心があり，後述する
PFIとの関係から，実際にWLCに取り組んでいる企業も既に多いことが明らかになった8。
　（2）ホールライフ・コスティングとライフサイクル・コスティングの異同
　WLCについては多くの論者が様々な定義づけを行っているが，　WLCはLCCを基礎とし
て発展してきたという部分では多くの論者の見解が共通している。しかしながら，LCCと
WLCの関係，すなわち両者の異同については様々な見解がみられる。
①両者は根本的に同じとする見解
　根本的に両者は同じとする見解として，例えばHunterらは「ホールライフ・コスティン
グ，ライフサイクル・コスティングおよびスルーライフ・コスティング（through　costing）
は互換性を持って使用される用語である」［Hunter　et　al．（2005），　p．347］と指摘している。
　また，FlanaganとJewellは「時代の変化とともに用語は変化している。初めは“コス
ッ・イン・ユース”であったが，それはやがて“ライフサイクル・コスティング”になり，
後に“ホールライフ・コスティング”となった。現在ではコストと性能の両方を考慮する
“ホールライフ・アプレイザル（Whole　life　appraisal）9”という用語が使われている」
［Flanagan　and　Jewell（2005），　p．2］と述べている。　FlnaganaらはLCCとWLCでは用語の
使い方が変化しただけで根本的には同一であるとみなしていると考えられる。
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　一方で，EllinghamとFawcettは「（ホールライフ・コスティングは＝筆者挿入）キャッ
シュフローのデータの取り扱い方法に違いがあるにせよ，計算方法は同じで両者は本質的
には同じ技法である」［Ellingham　and　Fawcett（2006），　p．20］と述べており，コストの計
算方法自体には大きな差異はないと指摘している。
②両者は異なるとする見解
　PasquireとSwaffieldは両者にはわずかに異なる点があると指摘している。彼らは「最も
一般的に引用されている」［Pasquire　and　Swaffield（2002），　p．129］というConstruction
Innovation　and　Strategy　Panel（CRISP）の「（ホールライフ・コスティングは）有形資産
の取得と所有に関連して発生するすべてのコストと収益を体系的に考慮することである」
［Clift　and　Bourke（1999），　p．5］を引用したうえで，　LCCと比較してWLCの定義には収益
の獲得能力が含まれている点が新しく，この点においてLCCとは異なると指摘する
［pasquire　and　Swaffield（2002），　p．129］。
　BoussabaineとKirkhamはWLCとLCCとの間には明確な違いがあり，WLCはLCCが進化
した形態であるという見解を示す。LCCはコストの見積りの際に不確実性やリスクを十分
に考慮していないため，あくまでも推測（guesswork，speculation）でしかないため，実用
性がないものであると痛烈に批判する一方で，リスクアセスメントを十分に行ったものこ
そがWLCであるという［Boussabaine　and　Kirkham（2004），　p．6，8．14，15］。
　EllinghamとFawcettはWhole　Iife　costingにも“世代（generation）”があると指摘する。
旧世代のWLC（これを彼等はstandard　whole　life　costingという）は本質的にLCCと同じだ
が，ファイナンスの理論を駆使した新世代のWLC（new　generation　whole　life　costing）は
旧世代のWLCとは全く異なり，WLCは最終的には新世代を目指さなければならないと主
張している［Ellingham　and　Fawcett（2006），　pp．76－77］Q
　（3）ライフサイクル・コスティングおよびホールライフ・コスティングとPFl
　イギリスにおけるLCCの展開を考えるうえで，1992年にイギリス政府が世界に先駆けて
導入したPFI（Private　finance　initiative）10との関係を無視することはできない。当初は
LCCとPFIの関係が検討されていたが，2000年前後からWLCの普及が進むにつれて，　WLC
とPFIとの関係に比重が移っていく。LCCもしくはWLCとPFIを結びつけるのは，　Value
For　Moneyll（以下VFMという）の計算である。なぜならば，　VFMの計算ではLCCもしく
はWLCに関する情報が必要とされるからである。
　イギリス商務局（Office　of　Government　Commerce：OGC）は政府が利用する建造物の
調達ガイド（Procurement　Guide　7：Whole－life　costing）を2003年に発表している。同ガイ
ドによればPFIによる調達で重要視される概念は“Value　for　money”であり，これはユー
ザーの要求を満たすホールライフ・コスト（Whole　life　cost）と品質の最適な割合での組
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み合わせを指すという。ここで，ホールライフ・コストはつぎのように定義されている。
「施設（facility）を取得するコスト（コンサルタント，設計，建設，内装に関するコスト
を含む）と，廃棄に至るまでのライフサイクル全体にわたるオペレーティングコストとメ
ンテナンスコストの合計がホールライフ・コストである。」ホールライフ・コストを計算
するためにはWLCが必要となることから，　VFMの計算にはWLCが必要となる。したがっ
て，PFIとWLCもしくはLCCは密接な関係にあると言われている［Pasquire　and　Swaffield
（2002），p．140］。［Office　of　Government　Commerce（2003），　pp．2－3］。
5．むすび
　本稿ではイギリスのLCCの歴史的な展開を検討することによって，イギリスにおける
LCCの特質について考察した。イギリスのLCCはテロテクノロジーとコスツ・イン・ユー
スを出発点として発展してきたことから，有形資産の効率的なマネジメントをLCCの主な
目的としてきた。この目的を達成するために，有形資産の調達に関する意思決定を行う際
には取得コストと使用段階のコストの関係を考慮し，とりわけメンテナンスコストが重要
視されてきた。そして，イギリスのLCCの一連の展開では政府（商務省，環境省および財
務省など）が重要な役割を果たしていることも大きな特徴であろう。
　有形資産，とりわけ建物に対するLCCの研究が多く行われてきていることもイギリスの
LCCの特徴といえよう。建設産業を対象としたLCCは特に現在ではWLCと呼ばれることが
一般となり，さらなる研究が進められている。筆者が調査した限りでは，他の国において
建設産業を研究対象として書かれた論文では依然としてLCCを用語として使用しており，
WLCはイギリスの建設産業というきわめて狭い範囲で固有に使用されている用語である。
WLCは基本的な考え方はLCCに類似していて，両社は共通する部分を多く有している。
Boussabaineらが指摘するように，　WLCはLCCの進化系であり，時代の変化に即してLCC
がそれに適応しようとした結果，WLCという考え方が生まれてきたとも考えられる。
　WLCは未解明な部分も多く，LCCとの相違点のさらなる解明，“Life　cycle　costing”で
はなく，“Whole　life　costing”という名称をあえてつけた意味，　PFI方式との関係，および
Eltingham　and　Fawcettが指摘する「新世代WLC」の研究など検討すべき研究課題が山積
している。これらについては今後の研究課題としたい。また，紙幅の関係から1980年代以
降のLCCの展開，とりわけPFI方式との関係について詳細に検討することができなかった。
これも今後の研究課題としたい。
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1　Boussabaine　and　Kirkham（2004）の4ページの図表では，“Whole－Life　Cycle　Costing”という表記が
　使われているが，彼らは“Whole－Life　Cycle　Costing”と“Whole　Life　Costing”は互換性のある用語で
　あると指摘する［Boussabaine　and　Kirkham（2004），　p．6］。本稿では混乱を避けるために“Whole　Life
　Costing”を使用する。
2　このリポートの要約がMinistry　of　lndustry（1970）の巻末に掲載されているので本稿ではこれを参考
　にした。
3　テロテクノロジーはギリシア語と英語からなる造語であり，テロテクノロジー委員会が最初に使い始
　めたものである。“tero”はギリシア語の“terein”からとったものであり，この後に英語の
　“technology”をつけたものである。詳細は中嶋（1981）を参照されたい。
4　この定義は1974年にイギリス産業省が発行した“Terotechology：concept　and　practice”というパン
　フレットに掲載されているが，原文を入手できないためHarvey（1976）を参照する。
5　ここでは紙幅の関係からそれぞれの先行研究のタイトル（論文名など）と具体的な先行研究の内容に
　ついては割愛する。
6　厳密には1980年代の時点で“Whole　life　costing”の用語が使用された研究業績が既に存在する。
　Corbett（1980）やDodd（1983）ではタイトルに“Whole　life　costing”が含まれている。しかし，これ
　らの研究では，テロテクノロジーの内容を基礎としたものとしてWLCが捉えられており，2000年前後に
　登場するWLCとは本質的に異なるものであると考えられる。
　　また，WLCが台頭し始めた年度を特定することは難しいが，1990年代後半から2000年代前半にかけて
　wLCをタイトルに含む研究業績が目立つようになる。一例として，　M．Kishkは1999年の研究ではLccを
　使っていたが，2003年の研究ではWLCを使っている。
7　本稿の参考文献で示したもの以外にもWLCに関する研究として，　Somerville（1998），　Swifthook
　（1998），Bradly　and　Dawson（1999），　Nicolini　et　aL（20GO），　Robinson　and　Kosky（2000），　Kirkham　et
　aL（2002），　El－haram　et　al．（2002），　Skipworth　et　al．（2002），　Kirkham（2005）などが存在するが，内
　容を検討することは紙幅の関係から割愛する。
8　実態調査の詳細な内容と結果について中島（2007）で紹介しているので参照されたい。
9　FlanaganとJewellは“Whole　life　appraisal”をつぎのように定義している。「Whole　life　appraisallま物
　理的，経済的，機能的，サービス上，設計上の各ライフサイクルにわたる有形資産の取得と所有に関連
　して発生するコスト，収益および性能を体系的に考慮することである。保有する有形資産のライフサイ
　クルを通じて発生するコストを適切に評価することによって最小化することである。」［Flanagan　and
　Jewell（2005），　p．1］Flanagan　and　Jewell（2005）ではWhole　life　appraisalをWLCとは別のものとして位
　置付けている。
10　PFI方式とは，公共施設を新たに設置する際に，民間企業の協力を得て，資金調達から設計，建設，
　運営に至るまでを一括して民間企業に委託する一方で，行政は民間企業による公共施設の運営を監視し，
　必要に応じて提供されたサービスを購入することで公共サービスの提供を行う方法である。
11　ある公共事業をすべて公共部門が自ら整備した場合のライフサイクル・コストと，リスクをコスト換
　算したものを合計した金額（これを特にPublic　Sector　Comparatorという）と，　PFIを活用して民間に委
　託した場合のコスト（民間から買い取るサービスの購入額）の差額がVFMである。前者が後者を上回っ
　ていて，VFMが正の値ならばPFIを活用した方が有利であると判断できる。
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